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植物寄生性線虫 の太宗 を 占 め る Tylenchida 目 の分類

体 系 は 1980 年代 に 見直 し が あ り ， 大 き く 変 更 さ れ た

(SlDDIQI ， 1986 ; Luc et al . ，  1987， 1988) 。 近年で は， DNA 

の解析 に 基づ く 線虫 の識別や系統 に 関 す る 研究報告が見

ら れ る 。 例 え ば， 熱帯か ら 温帯 に か け て世界 に広 く 分布

す る ミ ナ ミ ネ グ サ レ セ ン チ ュ ウ は， 28 5 rDNA の分析

に よ る と ， 複数の種が含 ま れ る と さ れた (DUNCAN et  al . ，  

1999) 。 こ れ ま で に 発表 さ れた 論文 は 小 さ な 分類群 を 扱

っ た も の が多 い が， そ の 中 で， 自 活性， 脊椎動物寄生

性， 無脊椎動物寄生性， 植物寄生性等線虫の ほ と ん どの

白 か ら 1 な い し 数種 を 選 び， rDNA の 53 の小 さ な サ ブ

ユ ニ ッ ト の塩基配列 の解析 に基づ く 系統関係 を論 じ た論

文が， 1998 年 に 発表 さ れた (BLAXTER et al . ，  1998) 。 こ

れ を 見 る と ， 形態 に基づ く 従来の分類体系 の妥当性を裏

付 け る 部分 と ， 見直 し が必要 と 考 え ら れ る 部分があ る 。

Tylenchida 目 は， 材料 と さ れ た 種類 が ネ コ ブセ ン チ ュ

ウ と シ ス ト セ ン チ ュ ウ そ れぞれ l 種ずっ と 少 な い た め ，

こ れだ け で は 結論的な こ と は 言 え な い。 し か し ， Rhab­

ditida 目 を 見 る と ， 見 虫病 原 性 線 虫 の Steinernema 属

は， 同 じ 目 の Caenorhabditis elegans 等 と は類縁関係が

か な り 離れ て お り ， Rhabditida 目 は 自 然群で は な く ，

多系統 と い う 結果が示 さ れた。 ま た ， ユ ミ ハ リ セ ン チ ュ

ウ ( Trichodorns， Paratrichodorus) は， オ オ ハ リ セ ン

チ ュ ウ (Xiphinema) や ナ ガ ハ リ セ ン チ ュ ウ (Lon­

gidorns) の含 ま れ る Dorylaimida 目 と は 別 の ， Triplo­

chida 目 と す る 意見 を支持す る 結果であ る 。

近年の線虫 の分類の研究 は ， 概括的 あ る い は 断片的な

成果があ る も の の， 植物寄生性線虫 の分類体系 の見直 し

に ま で は 至 っ て い な い。 こ の よ う な こ と か ら ， 本稿で

は， 昨年， 日 本線虫学会で決定 さ れた 植物寄生性線虫 の

和名 の 改訂等 に つ い て の み紹介す る こ と と し た 。

植物寄生性線虫 の標準和名 は， 昭和 39 年 に 決 め ら れ

た も の ( 日 本植物防疫協会線虫対策委員会， 1964) を含

め て ， r線虫学関連学術用 語集J (線虫 学 用 語委 員 会，

1977) に ま と め ら れ て い る 。 ま た ， そ の 後， r農林有害

動物 ・ 昆 虫 名 鑑J ( 日 本 応 用 動 物 昆 虫 学 会， 1987) の

「線形動物門J (p_ 13�20) で新 た に 付 け ら れ た も の も
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Nemato des. By Nozom u MINAGAII'A 
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あ り ， こ れ と ほ ぽ同 じ も の が， r応用植物病理学用語集J

(潰屋， 1990) の 巻 末 付 録 (p. 497�502) r 日 本 産 植 物

病原分類一覧表 IV . 植物寄生性線虫 の部j に も 掲載 さ

れて い る 。

こ れ ら の な か に は， 最近の様々 な事情 に よ り 変更 を必

要 と す る も の が あ る こ と か ら ， 日 本線虫学会で は ， 従来

使用 さ れ て い た 和名 の 変 更 あ る い は 取 り 扱 い 等 を 検 討

し， 下記の通 り と す る こ と を 決定 し た 。 な お ， こ こ に 記

さ れて い な い和名 は従前の ま ま で あ る 。

I 和名 の改訂 お よ び新和 名 の付与

( 1 ) Criconema gracile MEHTA & RASKI 

( 旧 ) グ ラ キ レ ト ゲ ワ セ ン チ ュ ウ

(新) ク ワ ト ゲ ワ セ ン チ ュ ウ

備考 : 現 在 は Ogma coffeae (EOWARO， MlSRA & 

RAI) の シ ノ ニ ム と さ れ て お り ， 学名 は 後者

を使用 す る 。

( 2 )  Helicoかlenchus digonicus PERRY 

( 旧 ) ダ イ ゴ ニ ク ス ラ セ ン セ ン チ ュ ウ

(新) ウ メ ラ セ ン セ ン チ ュ ウ

( 3 )  Hemicriconemoides brachyurns (Loos) 
( 旧 ) ブ ラ キ ュ ル ス サ ヤ ワ セ ン チ ュ ウ

(新) カ ヤ ノ サ ヤ ワ セ ン チ ュ ウ

( 4 ) Macroposthonia curvata (RASKI ) 

( 旧 ) ク ルノ fー タ ワ セ ン チ ュ ウ

(新) モ モ ワ セ ン チ ュ ウ

備考 : 現在 は Criconemella 属 と さ れ て お り ， こ の

属名 を使用 す る 。

( 5 )  Macroposthonia ゆhaerocゅhala (T."'YLOI1) 

( 1 日 ) ス フ エ ロ ス フ ァ ラ ワ セ ン チ ュ ウ

(新) キ ビ ワ セ ン チ ュ ウ

備考 : 現在 は Criconemella 属 と さ れ て お り ， こ の

属名 を使用 す る 。

( 6 )  Neolobocn'conema serratum (KHAN & SlDDlQI) 

( 1 日 ) セ ラ ツ ム ト ゲ ワ セ ン チ ュ ウ

(新) ノ コ ギ リ ト ゲ ワ セ ン チ ュ ウ

備考 : 現在 は Ogma 属 と さ れ て お り ， こ の 属名 を

使用 す る 。

( 7 ) ParatrichodontS mirzai (SllJDlQI )  

(旧) ミ ルザイ ユ ミ ハ リ セ ン チ ュ ウ
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(新) シ パユ ミ ハ リ セ ン チ ュ ウ

( 8 )  Para砂lenchus elachistus STEINER 

( 1日) エ ラ キ ス タ ス ピ ン セ ン チ ュ ウ

(新) ヒ メ ピ ン セ ン チ ュ ウ

( 9 )  Praかlenchus brachyurus (GOIJFREY ) 

( 1 日 ) プ ラ キ ュ ル ス ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ

(新) パ イ ナ ッ プル ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ

(10)  Radopholus citrophilus HUETTEL， DII(SON & 

KAPLAIぜ

(新) カ ン キ ツ ネ モ グ リ セ ン チ ュ ウ

備考 : 新た に和名 を与 え る 。 国外 に の み分布。 植物

検疫上の重要害虫。

( l l )  RadoPholus similis (COBB) 

( 旧 ) ミ カ ン ネ モ グ リ セ ン チ ュ ウ

(新) バナ ナ ネ モ グ リ セ ン チ ュ ウ

備考 : 国外に の み分布。 植物検疫上の重要害虫。

(12) Roかlenchus ρini MAMIYA 

( 1 日 ) ピ ニ ラ セ ン セ ン チ ュ ウ
(新) マ ツ ラ セ ン セ ン チ ュ ウ

備考 : 現在 は Pararoかlenchus 属 と さ れ て お り ， こ

の属名 を使用 す る 。

( 13) s，ωtellonema brachyurum (STEINER) 

( 1日 ) ブ ラ キ ュ ル ム ラ セ ン セ ン チ ュ ウ
(新) フ ト ラ セ ン セ ン チ ュ ウ

(14) ηlenchorhynchus brassicae SIDDlQI 

( 1日 ) ブ ラ シ カ イ シ ュ ク セ ン チ ュ ウ

(新) ア ブ ラ ナ イ シ ュ ク セ ン チ ュ ウ

( 15) 乃lenchorhynchus martini FIELDlNG 

( 1 日 ) マ ー チ ン イ シ ュ ク セ ン チ ュ ウ

(新) サ ト ウ キ ビ イ シ ュ ク セ ン チ ュ ウ

備考 : 現在 は T. annulatus (CASSIDY ) の シ ノ ニ ム

と さ れて お り ， 学名 は後者 を使用 す る 。

( 16) x;争hinema arcum KHAN 

( 1日 ) ア ル ク ム オ オ ハ リ セ ン チ ュ ウ

(新) ユ ミ オ オ オ ハ リ セ ン チ ュ ウ
(17)  Xiphinema index THORNE & ALLEN 

(新) ブ ド ウ オ オ ハ リ セ ン チ ュ ウ

備考 : 新た に和名 を与 え る 。 ブ ド ウ の フ ァ ン リ ー フ

ウ イ ル ス のベ ク タ ー。 国外 に の み分布。 植物

検疫上の重要害虫。

(18) x;かhinema simillimum LOOF & Y ASSIN 

( 旧 ) シ ミ リ マ ム オ オ ハ リ セ ン チ ュ ウ

(新) オ ナ ガ オ オ ハ リ セ ン チ ュ ウ

E そ の 他

( 1 ) Criconemoides informis (MICOI.ETZKY) 

( 1 日 ) イ ン フ ォ ル ミ ス ワ セ ン チ ュ ウ

(今後の取 り 扱い ) 圏内分布の再確認 を 要 す る こ と

か ら ， 圏 内 か ら 本種 と し て報告 さ れた線虫 (種) の学

名 は Criconemella sp. ， 和名 は ワ セ ン チ ュ ウ と す る 。

( 2 ) Criconemoides morgensis ( HOFMÄNNER) 

( 1日) モ ルゲ ン シ ス ワ セ ン チ ュ ウ

(今後の取 り 扱い ) 国際動物命名規約上 の不完全種

(ゆecies inquirenda) と さ れて い る こ と か ら ， 国 内

か ら 本 種 と し て 報 告 さ れ た 線 虫 (種) の 学 名 は

Criconemella sp. ， 和名 は ワ セ ン チ ュ ウ と す る 。

( 3 ) Criconemoides sagaensis Y OKOO 

( 旧 ) サ ガ ワ セ ン チ ュ ウ

(今後の取 り 扱い ) 国際動物命名規約上の不完全種

と さ れて い る こ と か ら ， 日 本産の種の リ ス ト か ら 削

除す る 。

( 4 )  Paratylenchus morius Y OKOO 

( J 日 ) モ リ ウ ス ピ ン セ ン チ ュ ウ

(今後の取 り 扱い ) 分類学的扱 い が確定す る ま で 日

本産の種の リ ス ト か ら 削除す る 。

引 用 文 献

1 ) BLAXTER， M. L.， et al .  ( 1 998) : Nature 392 : 7l�75. 
2) DUNCAN， L. ， et al. ( 1999) : Abstr. Joi n. Meet. ASP & 

SON : 72 
3) 瀦屋悦次編著 ( 1 990) ・ 応用植物病理学用語集， 日 本植物

防疫協会， 506 pp 
4)  Luc et al. ( 1 987�88) : Revue Nematol. : 1O�11 .  
5) 日 本応用動物昆虫学会 ( 1987) : 農林有害動物 ・ 昆 虫 名

鑑， 日 本植物防疫協会， 379 pp 
6) 日 本植物防疫協会線 虫 対 策 委 員 会 (1964) 植 物 防 疫

18 ( 4 ) : 159�160. 
7) 線虫学用語委員会編 ( 1977) : 線虫学関連学術用語集， 日

本線虫研究会 ・ 日 本応用動物昆虫学会 1 18 pp. 
8) SIDDlQI， M. R. ( 1986) : Tyle nchi da : Parasites of 

pla nts an d i nsects. Commonwealth I nstitute of 
Parasitology， Slough， 645 pp. 

一一一 20 一一一


